
a デ ラウエアに対す るベンジルアデニシ BA剤 )の 品質向上効果

(園 試果樹部 )

( 1 ) 背 景 とね らい

ブドウ、デラウエア種はジペレリン処理によって、無核化させ、熟期も20日 以上早める方

法が一般的に行わ'1″ている。しかし、樹令が進むにつれ果粒及び果房の接小化が現わ油′るよう

になり、減収の要因となっている。

現地では土壊改良や施肥改善及び夏期管理等で対処し、一部に回復が認められるも十分な効

果は上っていない。このため植物性ホルモン剤ベンジルアデニン (BA紗 による果粒肥大等

品質向上効果を検討した結果、効果が認められたので指導上の参考に供する。

( 2 ) 技 術 内 容           i

l)BA剤 は 100ppm(300倍 )の 濃度をシペレツン液に混合し、第 1回ジペレツン処

理時のみに使用する。    _

2)処 理適期は満開予定日の17日 前とし、ジペレツン単用処理日より3日程度早くする。

(3)指 導上 の留意点

1)通 常の第 1回ジペレリン処理適期 (満開 14日 前)よ り3日早まるので時期を失しないよ

うにする。                  '   1

もしも処理適期が遅れた場合、果粒が密着し裂果等の原因となるので注意する。

2)BA剤 をジペレリンに混合すると開花時の花冠がはずれにくくなることがある。しかし、

果粒肥大や無核化率に影響はない。

3)BA剤 は 10a当 たり33“ (10を 分)必 要であり後費はゑ200円 程度である。

す)そ の他はジペレリン処理に準ずると            '          ‐

(4)試 験成績 の機 要     |

1)試  験  課  題  名  ‐ 植物説爺剤あ禾j用

2)試 験年次および場所  昭 和5!4年 岩 手園試薗場 :

3)試  験  方  法

(1)品 種と樹令  デ ラウエア  16年 生 長 浦剪定樹

(21 供試薬剤及び濃度

ベンジルアデニン (BA)液 剤  100ppm

ジペレリン (CA)      100ppm

(3)区 制及び方法      _

1区新浦 20本 とし各新梢 2果房ずつ着果、前処理を満開前26日 、 17日 、 14日

とし、それぞれBA剤 190ppm加 用、BA剤 無加用のジペレリン100ppm液 で
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混漬処理を行ない、後処理はジ
ペレリン単用で慣行にしたがつが処理した。

4)試 験結果の要約

(1)無 核率は処理時期の早、晩及びBA剤 の有無
による大差は認められない。

槽度はBA剤 無加用区がBA剤 加用区より高
い傾向が見られ、特に満開 14日 前区が

まさった。他の区間差は小さい。

(分 果 房長、果房重は
一定の傾向が見られBA剤 加用区の効果が認められる。特

に満開 17

日前区の央房通がまさり、次に満開 14日 前区の順であつた。
1又、1密着果房が満開 14日     ・

前BA剤 加用区に多く見受けられた。
一粒重では満開 20日 前区を除き、BA剤 加用区の

効果が認められた。                                     ヽ

5)主 要成果の具体的デ
ーター

プ ドウに対す る B A 剤 め 利用効果

( 岩手闘識 5 4 )
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B A剤 添加と処理時期が果実に友ぼす効果
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(注)①ジペレリン100pp血ベンジルアデニン100prね(力R用)②品種デラウ土ナ(12年生樹)

③着粒密度 密～極めて固い房 中～普通の房 疎～パラ房

(参考) ブ ドウに対するBA刑 の利用試験 (群揺園試 S47)

(岩 手園試 S50)
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